
長崎県地学会誌 第 32号 22-31(2018)

研 究 報 告

長崎県島原半島南島原地域の火山層序

寺 井 邦 久
*

アヽolcanic stratigraphy of lllinami_Shimabara area, Shimabara Peninsula,Nagasaki Prefecture

Kunihisa TERAI

1 はじめに 新エネルギー開発機構 (1988)は 「口之津層群」

島原半島南部には鮮新世から更新世の海成層   を「大屋層上下」,「北有馬層」に分け,北有      
｀

と火山性堆積物が塁重する。これまで多くの研   馬層の中に「南串山火山岩類」を挟むとした
究者が堆積相と化石の研究を行ってきたが,露  大塚 (1995)は 口之津層群を「大屋層J助日津佐層J      ヽ
頭の連続が悪く層序が難解なため,研究は困難   「南串山層」「西正寺層」「北有馬層」に分け      |
を極めた 研究年代の古いものから順に島原半   その中に玄武岩や安山岩の活動が挟在すると
島南部の地質がどのように扱われているか見   した.詳細は後述する
る 星住他 (2004),斎 藤他 (2010)は 大塚 (1995)を 基

赤木 (1986)に 「口之津層Jが見られる。     本に「口之津層群Jを下部,中部,上部に分けた       こ
井上 (1953)は 主に古第二系の研究を進め,古第  中尾 (2006),(2007)は 大塚 (1995)の 層序を基本
三系を「志岐山層J,鮮新統から更新統を「大   的に踏襲している.                  t
屋層J,「小浜層J,「南有馬層」とした     田島 (2013)は 大塚 (1995)を 基本に口之津層群を
有明海研究グループ (1965)は 中期更新統を「口  24の 層に細分している
之津層群Jと した。 このように,研究者により口之津層群の扱い      く

倉沢一 (1965)は「西正寺玄武岩」「口之津玄武岩J は異なるが,近年の研究は主に大塚 (1995)を 踏
「愛宕山玄武岩J「高峯玄武岩」「上原玄武岩J 襲するものが多い                    こ

「諏訪池玄武岩 J「菖蒲田安山岩」「南島原安

山岩J「塔の坂安山岩」を岩石学的に記載した。 2 大塚 (1995)に よる口之津層群の要点          、

大塚裕之 (1966)は 「口之津層群Jを細分し,「大   以下に大塚 (1995)の 口之津層群にあたる部分      ｀
屋層」の上位に「加津佐層J。「南串山層」と の概要と各地質単元の定義等の要点を示す
同時異相の「北有馬層J力 Sのるとした      口之津層群より下位に「大泊層Jを新称した       こ
Sendo(1967)は Kutinotu formation「 回之津層」  口之津層群は「大屋層 (下部層,菖蒲田安山
としており,その上に「南島原凝灰岩」,「南  岩,早崎玄武岩),(上部層)J,助日津佐層J,「南      )
島原安山岩」カミのるとした 串山層 (女島,鳳上岳凝灰角礫岩),(上原,愛

鎌田(1976b)は 「回之津層群」を「大屋層」「北  宕山玄武岩)J,「西正寺層 (大峰玄武岩)J,「北
有馬層Jに分けその上位に「早崎玄武岩J「上  有馬層 (人良尾玄武岩 )」 が塁重する           ・

原玄武岩J,「菖蒲田安山岩J,「岩戸山凝灰角   さらに回之津層群の上位には,「諏訪池玄武
礫岩J,「南串山凝灰角礫岩」「南島原安山岩 (塔  岩」「前谷層」,「出口層」,「高峯安山岩」「龍石層J       ｀

の坂安山岩)Jが重なるとした が重なるとした
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長崎県島原半島南島原地域の火山層序

I,大泊層

①ボーリング試料で大泊層の下部砕屑岩部層は

海面下 70mで古第二系にのる 地表露頭無し。
②カンラン石玄武岩

③上部砕屑岩部層には bomb sag structure

が見 られ ,角 閃石 を含 む軽 石 を特徴 的 に含 む

(※以下本文中の角閃石安山岩類や軽石のゴチ表現は,寺

井 (2018)の 南島原凝灰岩に相当する部分を表す )

‐ 石薄

有

明

海

第 7凶 島原半島南部の地質図 (大塚・古
"に

1988を 一部改変)(0● ネ利火砕洸堆贅物.Oy;大屋火離 薇物 )

図 1 大塚 (1995)に よる,島原半島南部の地質図に筆者が着色

(1)大屋層

大泊層を不整合でおおう.向小屋で古第二系

を不整合で被 う.

①大屋層下部層 :小利火砕流堆積物より下位の

砂礫層.下部に菖蒲田安山岩起源の向小屋凝

灰角礫岩,OLl,OL2,OL3を挟む

a菖蒲田安山岩 :向小屋安山岩と同時異相 大
屋層下部層の礫層に被われ,永瀬海岸では大

0       1k"
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文凩∬可
匡琶墨 大治層 (砕屑物)

匿甍大泊層α野⇒

ZZz古第二紀層

泊玄武岩を角閃石安山岩が不整合で被 う 大
屋層下部層堆積直後の噴出物 .

b早崎玄武岩 :天狗鼻では菖蒲田安山岩起源の

角閃石安山岩凝灰岩の上位に早崎玄武岩がの

る.

②大屋層上部層 :小利火砕流堆積物とその上位

の砂礫層.白 色凝灰岩OUl～ OU5,大 屋火砕

流堆積物OU6～ OU8を挟む .
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E亜蓮]段丘堆積物

園 大江磨

吻 阿蘇火砕流堆積物
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(2)加津佐層                 ②西正寺層に整合にのり,海成層の北有馬層に

大塚 (1966)は加津佐層・南串山層は北有馬層  不整合で被われる
と同時異相とした。大塚 (1988)は 南串山層と北  ③溶岩流 2枚,下部4m,上部14m発泡         ～

有馬層の間に西正寺層と大峰玄武岩を識別し, ④北有馬層の基底部は玄武岩礫を含む.
加津佐層と北有馬層を上下別の海成層とし大塚

(1995)へ 至る 大屋層を不整合で被い,力日津佐  (5)北有馬層
層の上位は南串山層へ漸移する          大塚 (1966)で は加津佐層・南串山層と北有馬
①下部層 :砂 ,シル ト,自色の崎谷凝灰岩   層は同時異相.大塚 (1988)で南串山層と北有馬
②中部層 :角閃石安山岩質の立木凝灰角礫岩   層の間に西正寺層と大峰玄武岩を識別
③上部層 :小礫,砂,シル ト,津波見脊椎動物  ①基底礫層8m,細礫層25m
化石,最上部にヤグラニシキ貝化石.    ②下部80m,細礫層,粗粒砂層,シル ト質砂層 ,

浅海性貝化石, ゾウ化石.               t
(3)南 串山層                ③中部60m青灰色シル ト層,細礫層,ス テゴド

①加津佐層を整合的に被って凝灰岩質の南串山  ンゾウ.
層が重なる。一部海成層           ④上部はシル ト,細粒砂の互層
②角閃石安山岩,角 閃石含複輝石安山岩,複輝

石安山岩の火山砕屑物 最上部は溶岩     a八 良尾玄武岩 (北有馬層の一部)           1
③樋掛では南串山層の上位に砂層,シル ト層か  ①南串山層を被い,諏訪池玄武岩とは別に,そ
らなる西正寺層が塁重する。         の下位に位置する玄武岩である。

②カンラン石玄武岩の溶岩流で,下位の北有馬
a鳳上岳凝灰角礫岩,女島凝灰角礫岩       層を赤褐色に焼き,南串山層を被う。
同質の岩戸山,矢岳 (南串山層の一部)   ③貝化石層 (北有馬層)の下位にある八良尾玄      :
①上原玄武岩の初期活動の凝灰岩で加津佐層を  武岩は,北有馬層の初期に流出した。
整合に被う.

②加津佐層上部や北有馬層に出現するヤグラニ  Ⅲ,諏訪池玄武岩
シキを礫として含む.            ①アルカリカンラン石玄武岩

③女島,岩戸,矢岳は地滑り的に移動した    ②口之津層群を不整合に被う 北有馬層との不
整合は未確認.玄武岩の高度と産状から北有

b 愛宕山,上原玄武岩 (南串山層の一部)    馬層を不整合で被うと判断.              :
①大屋層を不整合に被い,力日津佐層と整合    ③前谷層との不整合面付近では発泡している
②両者ともカンラン石玄武岩

Ⅳ,前谷層(5m)                    ｀

(4)西正寺層                 ①諏訪池玄武岩を不整合で被う.

田中(1985)は 西正寺層が南串山層を不整合で  ②最下部は淘汰の悪い細粒砂 上に砂礫層 上      ミ
被い,北有馬層に不整合で被われるとした.   部は細中粒砂 諏訪池玄武岩礫を含む .

①大礫,中礫を主とする基底礫岩        ③高峯安山岩に不整合に被われる.

②南串山層起源の安山岩礫が主.

③上部礫層はチャー トが主 (大屋層に類似), V,出 口層
シル ト層に砂管のある浅海層.       ①北有馬層を不整合で被う                ヽ

②最下部に角閃石安山岩の角礫,軽石 (30cm)を
a大峰玄武岩 (西正寺層の一部)         多量に含む凝灰質砂層,シル ト層
①アルカリカンラン石玄武岩が 2枚       ③高峯安山岩,龍石層に不整合に被われる
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Ⅵ,高峯安山岩

①出口層,北有馬層,諏訪池玄武岩,前谷層を

不整合で被 う。

②複輝石安山岩溶岩,複輝石安山岩質凝灰角礫

岩.塔の坂安山岩と同一 .

Ⅶ,龍石層

①高峯安山岩,北有馬層,諏訪池玄武岩,八良

尾玄武岩,前谷層,出 口層を不整合で被 う

②雲仙火山起源の土石流堆積物である.

Ⅷ,大江層

①口之津層群大屋層上部を不整合で被 う

②砂礫層,シル ト層,貝化石層 .

③阿蘇 4火砕流堆積物に被われる

3,寺井 (2018)(本 稿)に よる層序
各単元最初の 「※大塚 (1995):Jは 寺井の地

質単元が、大塚 (1995)の どの地質単元に対応す

るかを示す。

(1)早崎玄武岩 (倉沢-1965)を再定義

※大塚 (1995):大 泊層下部 。大泊玄武岩

模式地 :口 之津町南大泊の東海岸

分布 :早崎漁港から小早崎,南大泊海岸

層厚 :70m(海面下約70mま で)

岩相 :紡錘形火山弾を含むアルカリカンラン

石玄武岩溶岩,火砕岩

層序 :大塚 (1995)に よると早崎の地下 -70m

で基盤の古第二系と不整合で接する。

上位は永瀬玄武岩の先駆的噴出物のスコリア

層と南島原凝灰岩 (新称)が不整合でのる.

(2)菖蒲田安山岩 (倉沢-1965)

※大塚 (1995):大 屋層下部層 (菖蒲田安山岩 )

模式地 :口 之津町菖蒲田

分布 :菖蒲田東114mの 山塊

層厚 :120m+

岩相 :角 閃石安山岩

層序 :下限不明.口 之津層下部が不整合で被

う

(3)口之津層下部 (新称,図 7)

※大塚 (1995):大 泊層上部,大屋層下部層

模式地 :加津佐町権田河口

分布 :加津佐町津波見から口之津,南有馬 ,

北有馬,西有家の平低部に分布 .

層厚 :50m～ 5m

岩相 :チャー ト,変成岩類,花商岩類を主と

する礫層や,粗粒砂岩

層序 :南島原凝灰岩より下位の堆積物 陸成
層から,一部海成層を含む .

(4)永瀬玄武岩 (新称 )

※大塚 (1995):大 泊層 (上部砕屑岩部層),大

泊玄武岩,大屋層下部 (早崎玄武岩 )

模式地 :加津佐町永瀬海岸

分布 :早崎半島北部,永瀬,岩戸山,女島 ,
矢岳 (道原),富士山

層厚 110m(溶岩),100m(砕屑岩部 )

岩相 :ソ レアイ ト玄武岩とその砕屑物

層序 :ス コリア質の砕屑物が早崎玄武岩に不

整合でのり,その上位に南島原凝灰岩を挟
んで永瀬玄武岩が整合的にのる

一・に一一一］
図2 紺色 :早崎玄武岩,赤 :菖蒲田安山岩 ,

茶色 :古第二系
図3 紫:永瀬玄武岩 (下部),薄紫:永瀬玄武岩 (上部)
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(5)南 島原凝灰岩 (新称)

※大塚 (1995):大 屋層下部 :OLl,OL2,OL3:

灰白色凝灰岩,角 閃石安山岩 (向小屋角閃

石安山岩),天狗鼻 :角 閃石安山岩凝灰岩 ,

図4 南島原凝灰岩の露頭分布と標高から走行線
を描く これより南島原凝灰岩の分布を作図
により求める

南串山火山岩類

←南島原凝灰岩の上限

南島原凝灰岩
(回之津層上部)
赤色 :角 閃石安山岩の火

山角礫岩

黄・緑色 :角 閃石安山岩

質凝灰岩,凝灰質砂岩・泥

岩層 貝化石,植物化石,
脊椎動物化石群を含む

←南島原凝灰岩の下限

口之津層下部

砂岩,礫岩層

図 5 模式地 :加 津佐町権田 (右 )と 津波見
(左 )における柱状図 赤,ピ ンク色から
上位の赤色までが南島原凝灰岩 この全体
を鍵層とする

大泊玄武岩を不整合で被う角閃石安山岩 (永瀬

海岸)小 利火砕流堆積物 .

大屋層上部 :大屋凝灰岩,OUl～ OU5,大屋

火砕流堆積物,OU6～ OU8

模式地 :加津佐町権田,津波見から両子岩まで

の凝灰質の堆積物 .

小利火砕流堆積物 :加津佐小利 142m高 地

分布 :加津佐, 口之津,南有馬,北有馬,西有

家に広く分布 標高の低い所にも,高い所に
も分布し,層序を標高では追えない

層厚 :30m～ 3m

岩相 :最下部は自色の凝灰岩から始まり上位に

凝灰質砂岩や泥岩が重なる.

中部に厚さ4mで軽石を多く含む弱溶結の小

利火砕流堆積物を挟む

上部は角閃石安山岩の凝灰角礫岩,火山角

礫岩が重なる

1枚 1枚の凝灰岩層,火砕流堆積物,火山

角礫岩層の連続は悪いが,これらの酸性火山

活動を一連のものとしてとらえると,連続性

が飛躍的に上がり鍵層として使える。小利火

砕流堆積物が再堆積したと考えられる軽石の

存在が分布域の各地の凝灰質砂岩・礫岩で確

認できる.

層序 :口 之津層下部の礫層や砂層の上位に灰白

色の凝灰岩,凝灰質砂岩・泥岩が始まるとこ

ろから南島原凝灰岩とする 小利火砕流堆積
物が直接堆積している場所もある

,_/・I「
‐‐́二

~́′   `・

卜   /

図6 永瀬玄武岩 (紫 ,薄紫)と ,図 4から求め
た南島原凝灰岩の分布 (赤紫,黄色)
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この南島原凝灰岩を含む上位を口之津層上部

とする。この上位には南串山火山岩類の活動が

整合的に重なる.

図7 南島原凝灰岩 (赤紫)よ り上位を回之津層
上部 (薄茶色),下位を口之津層下音F(水色 )
永瀬玄武岩 (紫 ,薄紫)

(6)南串山火山岩類 (新エネルギー,1988)
※大塚 (1995):南 串山層

模式地 :力日津佐町津波見～南串山町国崎半島・

上木場 ,基底部 :南有馬町路木川底

分布 :加津佐,南有馬,北有馬,南串山

層厚 :300m

岩相 :複輝石安山岩の凝灰角礫岩,溶岩

層序 :南島原凝灰岩最上位の角閃石安山岩の

活動に連続的に複輝石安山岩の凝灰角礫岩

が重なる。南串山の京泊海岸では下位に黒

色の玄武岩質安山岩の水中溶岩流が見られ

る その上位には数llllllの輝石の巨晶を含む
複輝石安山岩の火山角礫岩が重なる 国崎
半島では,同質の溶岩が上位に重なる.

(7)上原玄武岩 (倉沢-1965)

※大塚 (1995):南 串山層の上原玄武岩,愛宕

山玄武岩の下部,鳳上岳凝灰角礫岩,大峰

玄武岩

模式地 :南有馬町大峰,樋掛

分布 :加津佐愛宕山中腹,南有馬上原 ,

自木野,大河内,大峰

層厚 :50m

岩相 :アルカリカンラン石玄武岩
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図8 永瀬玄武岩 (紫 =薄紫),南島原凝灰岩 (ピ
ンク),南串山火山岩類 (緑 ),上原玄武岩 (薄
青),鳳上岳玄武岩 (青 )の分布

層序 :大峰では南串山火山岩類の輝石安山岩

質凝灰角礫岩層に上原玄武岩が不整合にの

る 大峰から南有馬大河内まで連続的に玄
武岩層は追跡できる 噴火初期には鳳上岳
直下標高300m付近に分布するマグマ水蒸気

爆発堆積物が見られる 広範囲で口之津層
上部層に整合的にのる.上原玄武岩の上位

には愛宕山玄武岩,鳳上岳玄武岩が整合的
にのる.

(8)鳳上岳玄武岩 (鎌田1976b)

※大塚 (1995):南 串山層の愛宕山玄武岩 ,

鳳上岳玄武岩

模式地 :加津佐・南有馬町愛宕山,鳳上岳

分布 :愛宕山170m以 上,鳳上岳350m以上

層厚 :100m

岩相 :アルカリカンラン石玄武岩

層序 :上原玄武岩に整合的にのる 愛宕山,
鳳上岳ともに,玄武岩台地を形成する 愛
宕山は500m× 500m程度の平坦面をとどめる

が,鳳上岳は急峻な頂上部のみを残す.こ

の上位に堆積物はない

(9)口之津層上部 (新称,図 7参照)

※大塚 (1995):大屋層上部層,加津佐層 ,

南串山層,西正寺層,北有馬層,出 口層 ,

前谷層

模式地 :北有馬町坂下運動公園
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分布 :南串山,加津佐, 口之津,南有馬,北

有馬,西有家

層厚 :50m

岩相 :南島原凝灰岩より上位で雲仙火山噴出

前までのすべて堆積物を含む 上原玄武岩 ,

鳳上岳玄武岩,南串山火山岩類,諏訪池玄

武岩,塔の坂安山岩と同時異相の火砕岩や

土石流堆積物,チャー ト礫を含む礫層,潮

汐帯の堆積物などからなる 陸域から海域
に堆積した。地域により大きく岩相を変え

る.当時の周囲の火山体から内湾に流れ込

む堆積物で,近 くの供給源の影響を強く受

ける。

層序 :南島原凝灰岩の上位にある堆積物すベ

てを含む.こ のため陸域の堆積物は溶岩体

の上に不整合でのり,海域ではチャー ト礫
が供給される内湾環境で火山起源の礫とし

て混在する.南串山火山岩類,上原玄武岩 ,

鳳上岳玄武岩,諏訪の池玄武岩,塔の坂安

山岩とは指交関係 上位は古期雲仙火山の
堆積物に不整合で被われる.

(10)諏訪池玄武岩 (倉沢-1965)

※大塚 (1995):諏訪池玄武岩,八良尾玄武

岩

模式地 :雲仙市小浜町大亀 (諏訪の池 )

分布 :北有馬町清水,八良尾,原山,雲仙市

小浜町諏訪池,南串山町日原,自頭

層厚 :80m

岩相 :アルカリカンラン石玄武岩

層序 :北有馬町清水では口之津層上部を不整

合で被い,八良尾,諏訪池, 自頭では南串

山火山岩類を不整合で被 う。

(11)塔の坂安山岩 (倉沢-1965)

※大塚 (1995):高 峯安山岩,塔の坂安山岩

模式地 :西有家町戸の隅滝採石場

分布 :西有家町丸尾,見岳,戸の隅,塔の坂 ,

北有馬町出口,面広,高峯,八良尾,原山,

小浜町金浜木場

層厚 :60m

岩相 :下位は黒色複輝石安山岩から始まり上

tFノ
斎/

図9 諏訪池玄武岩 (薄紫),塔の坂安山岩 (緑 ),
古期雲仙火山 (黄)の分布,阿蘇4(ピンク)

位には角閃石含複輝石安山岩の溶岩や岩屑な

だれ堆積物が重なる.

層序 :西有家から北有馬清水までは口之津層

上部に不整合でのり,これより原山までは

諏訪池玄武岩に不整合でのる 上位は古期
雲仙火山に被われる

(12)古期雲仙火山 (星住2004)

※大塚 (1995):龍 石層

模式地 :西有家町西之浦金毘羅神社

分布 :西有家海岸,雲仙市小浜町諏訪池 ,

山畑,飛子の北方域

層厚 :500m

岩相 :角 閃石デイサイ ト,土石流堆積物

層序 :口 之津層上部,南串山火山岩類,諏訪

池玄武岩,塔の坂安山岩を不整合に被い ,

中期雲仙火山に不整合で被われる.

(13)大江層 (大塚1966)

※大塚 (1995):大 江層

模式地 :南有馬町原城

分布 :原城南西部天草丸

層厚 :9m

岩相 :多量の貝化石を含む砂礫層

層序 :口 之津層上部に不整合でのり阿蘇 4火

砕流堆積物に不整合で被われる

寺 井 邦 久
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4,考察
(1)加津佐層と北有馬層は同一層準である

中尾 (2006)は ,津波見から南有馬町梅谷にか

けて (寺井,2018)の 南島原凝灰岩 (口 之津層

上部)と その下位の口之津層下部 (寺井2018)

から貝化石等を採取し,「加津佐層」の貝化石

相として記載している

中尾 (2007)は ,北有馬町今福から田平にかけ
て軽石密集帯とその下位と上位から貝化石を採

取し「北有馬層」の貝化石相として記載 してい

る。この軽石密集帯は (寺井2018)の 南島原凝

灰岩に相当する.

以上より貝化石は (寺井,2018)の 南島原凝

灰岩 (口 之津層上部)と 下位の口之津層下部か

ら産しており,加津佐層と北有馬層は同一層準
である

大塚 (1966)の 「カロ津佐層と北有馬層は同時異

相である.」 との解釈は正しかった。

また口之津層下部と南島原凝灰岩の一部は海

成層を含む

(2)津波見脊椎動物化石群と南島原凝灰岩の
関係について

貝化石は寺井 (2018)の南島原凝灰岩の下部

と直下の口之津層下部に集中している.また津

波見脊椎動物化石群は寺井 (2018)の 南島原凝灰

岩の下部に集中している。これは平穏であつた

口之津層下部の環境から,小利火砕流 (4m)な
どの活発な火山活動と関係して動植物が短期間

で死滅するような環境の激変があつたと考えら

才1ンる

5,ま とめと対比
島原半島南部を調査すると,角 閃石を含む安

山岩や軽石,灰 白色凝灰岩の識別は容易である

ところがその他の堆積物は海成層であつたり,

土石流堆積物であったり場所によつて大きく岩

相が異なり連続性に乏しい .

寺井 (2018)は 大塚 (1995)の 口之津層群を,

南島原凝灰岩を鍵層に層序を見直した。南島原

凝灰岩は酸性の火山活動が特徴で,下位から

凝灰岩,凝灰質砂岩・泥岩,小利火砕流堆積

物,角 閃石安山岩質火山角礫岩をセットとして

扱 う。厚さ4mの小利火砕流堆積物は層相変化
が激しく、連続性も悪い また平野部で確認さ
れたかと思うと,山頂近くで確認されるなど標

高差による層序の組み立てが不可能な事を示し

た。約30mの 厚さの南島原凝灰岩ならば追跡可

能な鍵層として使える

図10の対比表は大塚 (1995),星住 (2010),田

島 (2013)を 対比した.星住 (2010),日 島 (2013)

は大塚 (1995)を 基本 として組み立てられてい

る.寺井 (2018)と の対比は,公開性が最も高
い星住 (2010)と 行 う.

最も大きな違いは,星住 (2010)の 「大屋層」,
「加津佐層J,「 北有馬層」が寺井 (2018)の 口

之津層下部と南島原凝灰岩に同一層準としてま

とめられることである

玄武岩活動は大きく4回認められ,最下部か

ら①早崎玄武岩,②永瀬玄武岩,③上原玄武岩
(愛宕山玄武岩,鳳上岳玄武岩),④諏訪池玄武

岩である 星住 (2010)の 大泊玄武岩と早崎玄武
岩がそれぞれ寺井 (2018)の ①早崎玄武岩 と②

永瀬玄武岩に対比される

口之津層上部は,南串山火山岩類,上原玄武

岩,鳳上岳玄武岩,諏訪池玄武岩,塔の坂安山
岩などと同時異相の関係で,それらの礫を含む

土石流堆積物などからなり,一部は海成層を

伴っている これら火山岩の礫と九州山地を起
源とする花こう岩類,変成岩類,チャー ト礫な

どが混在している 九州山地起源の礫は,現在
の球磨川の礫と酷似する。当時有明海は存在せ

ず,九州山地から直接堆積物が南島原に供給さ

れていたと考えられる。

小利火砕流堆積物は天草市五和町御領の佐伊

津層御領凝灰岩に対比される。この御領凝灰岩

により天草の佐伊津層は上部層と下部層に分け

られており,寺井 (2018)の 口之津層上部,下

部に対比される これにより島原半島と天草地
域の地質が対比可能となる

星住 (2010)の向小屋凝灰角礫岩は南島原凝灰岩

の噴出源付近の火砕流堆積物としてまとめられる。

大江層は天草の小串層と対比され約 12万年前

の間氷期の堆積物と考えられる
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図 10 対比表 大塚 (1995),星住他 (2004),斎藤他 (2010),田 島 (2013),寺井 (2018)の 層序を対比する
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図 11 島原半島南部の地質図 寺井 (2018),断層等は省略している
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